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 研究方法として、生体膜を構成するリン脂質を数種類用いて、SUVs 含有 GUV を作製し、
当該リポソームを共焦点レーザー顕微鏡下で、カルシウムイオノフォアである ionomycin を用
いて GUV 内にカルシウムイオンを流入させ、経時的に画像を取得・評価した。 







































射後、生存期間を評価した（in vivo 試験）。 
その結果、in vitro 試験では、ホウ素製剤を投与した細胞に中性子を照射した細胞に関して
細胞生存率は減少し、ホウ素が取り込まれた細胞が傷害されていることが確認できた。また、
in vivo 試験では、HA-BND-S を投与した群は、観察期間（胸膜中皮腫細胞接種後 28 日目）
を終了した段階で、全例が生存していた（対照群は胸膜中皮細胞接種後約 18 日前後で死亡）。
また、剖検を行ったところ、5 例中 3 例において、腫瘍が認められなかった。 
 




応すること及び osmolarity gap が必要であることが明らかとなった。また、バイオサー
ファクタント（MEL）によるマスト細胞からの脱顆粒の抑制は、脱顆粒の関連タンパク質
のリン酸化及び細胞内カルシウムイオン流入の抑制によることを確認した。 
3. ヒアルロン酸修飾リポソーム製剤が胸膜中皮腫細胞に接着することを確認した。また、ヒ
アルロン酸修飾ホウ素ナノデバイス（HA-BND-S）を用いた BNCT により胸膜中皮腫細
胞に対して細胞傷害活性を有すること、及び胸膜中皮腫モデルマウスに対して生存期間を
延長することを確認し、BNCT が胸膜中皮腫の治療に有用となる可能性を示した。 
 
